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■釘について
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写真１ 既存釘（天井）

写真３ 既存釘（壁）

和釘

写真２ 既存釘（天井）の頭状況

写真４ 既存釘（壁）の頭状況
表１ 旧島松駅逓所平面図変遷（基本設計書抜粋）

図１ 旧島松駅逓所平面図

・保存修理時に使用する釘について、現状
使用していた釘（取外した釘）及び過年度
保存修理の実績より考察し、修理主任技術
者の指導のもと、釘の選定をする。

・表1に平面図による建物変遷を示す。

・図1に天井仕上げ材を取外した箇所の釘の
種類を示す。表ノ間、奥ノ間、中手8条
（表）、中手8条（奥）、行在所表座敷、行
在所奥座敷及び南縁側の一部の天井仕上げ
を固定している釘（見え隠れ）に和釘が使
用されていた。

・過年度の保存修理では、工事報告書では
「見え隠れをJIS規格の釘として、見え掛り
は和釘とした。」とある。また、工事写真
から、図1の丸釘である部分は天井を取外し
ていそうであるが、和釘の部分の取外し有
無については、明確な判断が出来ない状態
である。壁については、過年度の保存修理
にて全て取外しているようである。

・保存修理主任技術者の指導内容

今回の事業は耐震補強が主目的であるた
め、前回保存修理工事の工事報告書に倣っ
た方法で良いと考える。
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写真5 既存釘（外壁、長押、廻縁ほか）

：天井和釘使用

：天井丸釘使用

・今回の耐震補強・保存修理工事では、保存修理主任技術者の指導と前回の保存修理工事
の工事報告書に記載された内容を基に、釘について以下のように進める。

見え隠れ：JIS規格釘

見え掛り：和釘

和釘の仕様については、現状に合わせる。（基本、巻頭釘）

また、見え掛り部分で和釘が出てきた箇所で取外し復旧する際は、可能な限り既存和釘を
使用して復旧できるよう検討する。（施設案内で既存を再使用していることを伝えたい。）
※取外した和釘は保存、展示として活用を検討する。
※既存釘を外すと、木材のやせや釘穴の広がり等により従来より固定度が低下するため、検討が必要である。


